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すでにご案内をしておりますが、3 月 11 日(火)10:00 から体育館におきま

して「第 54 回卒業証書授与式」が行われます。３年生の保護者の皆様には、ぜひとも

義務教育 9 年間の締めくくりの儀式をご覧いただきたいと思います。お時間の許される

限り、お子様の成長ぶりを心の中に確かに刻み込んでいただければうれしいです。

式当日、私が「式辞」の中で話そうと思っていることの一部を紹介します。

過日、ソチで行われたオリンピックの女子ジャンプ競技で、優勝候補と目されながら

第 4 位になった高梨沙羅選手についてです。彼女はオリンピック出場が決まった時、「こ

れまで私を支えてくれた皆さんに感謝の気持ちを込めて跳んできます。」と言っていま

す。そしてオリンピックを終え、帰国後にも、「たくさんの人に応援してもらったけれ

ど、ベストを尽くすことができなかった。結果を残せずに申し訳ない気持ちでいっぱい

です。帰国して、まずは感謝という言葉が思い浮かんだ。」と言っています。

感謝の気持ちは、人が自分に何かしてくれるのを待っているだけでは、芽生えません。

してもらうことが当たり前に感じられるからです。しかし、自分がいつも他人のために

何かしてあげようと思っている人は、自分を支えてくれることのありがたみが実感でき

るのです。だからこそ、髙梨選手は「感謝」という言葉を金メダルで表現したかったの

だと思います。そして人を思いやることは自分の成長にもつながりますから、どんな時

でも、人に対する感謝の気持ちを忘れてはいけません。みんながお互いに感謝の気持ち

をもち、「ありがとう」と言う言葉を使えたら、学校も家庭も社会もきっと温かですば

らしいものになると思います。

卒業生にはこれからの人生において「感謝」という言葉と態度を忘れることなく、一

歩一歩を着実に歩んでいってもらいたいと考えています。

2 月 22 日に市内特別支援学級の送る会がありました。小田地区中

学校合同で『王さま でかけましょう』の劇を披露しました。本校

の生徒も手の込んだ道具や衣装を作る等のために、小田地区の中学

生とともに一所懸命準備をしてきました。そして劇の出演者みんな名演技でした。

1 年 竹内涼佑 2 年 波岡大喜 3 年 岡林 愛

2 月 28 日(金)、本校で 4 月入学予定の 6 年生を対象にクラブ体験を行

いました。当日は天候にも恵まれ、中学校生活に胸を膨らませ、先輩達

と一緒に活動する子ども達のいきいきとした姿がとても印象的でした。

また、先輩である本校

生徒もや優しくそして

親切に色々なことを教

えてあげていました。

本年度、本校では 13 の体育系･文化系クラブが活動しています。毎年のことで

すが、教師の異動等で活動クラブ数の多少の増減があるかもしれません。で

きるだけ活動停止、廃部等にはならないよう努力はしますが、ご理解いただきますよう

お願いいたします。

市内技術・家庭科作品展

1 年 越智華緒 板敷駿希 川崎龍之介 神原慎太郎

坂 優弥 佐々木さくら 柚山菜々子 篠原かなえ 的場統也

宮形春美 阿部歩実 山元壱世 山森 翔

2 年 山﨑七海 辻 翔輝 岡田楓太 3 年 藤井大空 田中空来

児童生徒文化発表会書道展

2 年 神保茉柚 3 年 江崎航平 藤井大空 羽地亜香里 池田 光 古賀希海子

平田一樹 森山依里子

契沖顕彰短歌大会 園田学園理事長賞 2 年 神保茉柚

山の井賞 2 年 高瀬双葉 津村克樹 猶原 匠 柳田雛美

尼崎市中学校バスケットボール強化大会男子の部 第 3 位

次に記す人達は本

校に入学してから卒

業式まで 1 日も休まず、登校できた 3 年生です。何事にも「続ける」

には大変な努力と忍耐が必要です。そのような点からも心より賛辞を

贈りたいと思います。

1 組 春日将利 武林美保 田中寿弥 永山実希 2 組 古賀希海子

3 組 大西 樹 尾崎梨乃 九角康太 原口千鶴 東根悠介 森山依理子


